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会は運営できない、と述べている。（現代思想 1990 ６月号 p.97） 
⑵ フォイエルバッハは、「国家契約」により各市民に平等に保証された法的自由・権利を濫用し、他人の
法的自由・権利を刑罰法規に明定された形で侵害するのが犯罪である、としている。 














⑻ 河野美代子「新版 さらば悲しみの性～高校生の性を考える」集英社 1999 
⑼ 森岡正博「男性から見た避妊」（インパクション 105号 1997 p.80） 
⑽ 宮地尚子「孕ませる性の自己責任はどう実体化しうるか」（インパクション 108号 1998 p.146） 
 
 
（研究紀要編集委員会は、編集発行規程第５条に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼し、本原稿
を本誌に掲載可とする判定を受理する、2003年10月23日付）。 
